
た
め
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
た
い
。

○
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
型
ワ
ク
チ
ン
の

　

追
加
接
種
へ
の
本
市
の
対
応

○
観
光
産
業
へ
の
継
続
的
な
支
援
策

○
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
括
回
収

○
定
年
引
き
上
げ
と
新
規
採
用
の
整
合

○
敬
老
乗
車
証
の
今
後
の
展
望

○
消
防
団
へ
の
入
団
促
進
の
取
り
組
み

○
保
育
施
設
等
へ
の
給
付
費
過
払
い
問
題

○
ユ
ア
テ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
大
規
模
改
修

　
　
　

　
　
　

４
病
院
再
編
問
題
に
お
け
る
県

の
方
針
は
到
底
容
認
で
き
な
い
。
病
院
側

が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
つ
い
て
本
市
と

し
て
最
大
限
の
手
だ
て
を
検
討
す
べ
き
。

　
　
　

特
定
の
病
院
に
対
し
、
本
市
と

し
て
特
別
な
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
は
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
も
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。
県
に
対
し
て
は
、
再
編
案
に

関
し
、
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
諸
課

題
を
改
め
て
整
理
し
た
上
で
早
急
に
提

示
し
、
説
明
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
状
況
を
確
認
し
つ
つ
、
必
要

な
対
応
を
取
り
た
い
。

　
　
　

　
　
　

水
道
管
破
損
に
伴
う
大
規
模
漏

水
事
故
が
再
度
起
こ
ら
ぬ
よ
う
、
老
朽

化
し
た
管
路
の
適
切
な
更
新
を
求
め
る
。

　
　
　

　
　
　

老
朽
化
し
た
管
路
に
つ
い
て
は
、

そ
の
経
過
年
数
に
重
要
度
や
耐
震
性
な

ど
を
加
味
し
て
総
合
的
に
優
先
度
を
評

価
し
、
計
画
的
な
更
新
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お

い
て
は
、
段
階
的
に
管
路
更
新
の
ペ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
お
り
、
埋
設
管
の

腐
食
状
況
や
周
辺
土
壌
の
影
響
な
ど
を

調
査
し
、
管
路
の
更
新
時
期
の
判
断
に

活
用
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
安
全
で

良
質
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る

強
化
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討

を
進
め
、
児
童
館
が
地
域
に
根
差
し
た

身
近
な
施
設
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

○
行
政
不
祥
事
再
発
防
止
へ
の
対
応

○
新
型
コ
ロ
ナ
発
生
届
出
の
取
り
扱
い

　

変
更
の
丁
寧
な
説
明
と
周
知
を

○
保
育
所
利
用
の
要
件
緩
和
の
推
進

○
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
避
難
支
援
強
化

○
早
期
の
小
中
学
校
の
老
朽
化
対
策

　
　
　

混
雑
す
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
設

定
支
援
ブ
ー
ス
の
開
設
時
間
の
拡
充
や

支
援
員
の
増
員
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
申
請
促
進
の
た
め
の
身
近
な
施
設
等

で
の
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
の
実
施
等
、

体
制
を
強
化
す
べ
き
。  

　
　
　

　
　
　

各
区
役
所
等
に
設
置
し
て
い
る

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
設
定
支
援
ブ
ー
ス
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
支
援
員
の
増
員
や
当

日
予
約
の
制
度
を
導
入
し
、
さ
ら
に
ブ
ー

ス
の
拡
充
等
を
協
議
し
て
い
る
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
窓
口
に
つ
い

て
は
、
特
設
セ
ン
タ
ー
の
開
設
等
を
実
施

し
た
。
今
後
は
多
く
の
集
客
が
望
め
る

商
業
施
設
等
の
活
用
も
検
討
し
て
お
り
、

引
き
続
き
カ
ー
ド
の
申
請
促
進
に
努
め
る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
登
録
児
童
数
の
急

増
に
よ
り
、
児
童
館
機
能
の
確
保
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
環
境
改
善
等
に
よ
り
安

定
し
た
児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
の
運

営
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

　
　
　

児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
を

安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
、
外
部
有
識

者
に
よ
る
「
児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
の

あ
り
方
検
討
部
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

児
童
の
居
場
所
と
し
て
の
安
心
・
安
全

な
環
境
づ
く
り
や
子
育
て
支
援
機
能
の

の
自
由
や
表
現
の
自
由
に
反
す
る
も
の

で
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

○
感
染
者
に
寄
り
添
う
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

○
４
病
院
再
編
問
題
へ
の
意
見
表
明
を

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
早
期
拡
充

○
特
別
教
室
や
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を

○
補
聴
器
購
入
費
助
成
モ
デ
ル
事
業
を

○
水
道
基
本
料
金
等
の
減
免
を

○
ご
み
の
分
別
や
減
量
の
広
報
徹
底

○
折
立
保
育
所
の
統
合
・
廃
止
の
撤
回
を

　
　
　

物
価
高
で
実
質
生
活
費
が
減
少

す
る
中
で
暮
ら
す
市
民
や
、
円
安
等
の

影
響
を
受
け
る
事
業
所
へ
の
直
接
の
支

援
が
求
め
ら
れ
る
。
市
民
生
活
を
支
え

る
補
正
予
算
を
措
置
す
べ
き
。

　
　
　

世
界
的
な
物
価
高
騰
等
は
、
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
を
目
指
す
社
会
経

済
活
動
に
と
っ
て
阻
害
要
因
と
認
識
し

て
お
り
、
第
２
回
定
例
会
で
は
生
活
者

支
援
と
事
業
者
支
援
の
二
つ
を
柱
に
据

え
た
補
正
予
算
を
編
成
し
、
各
般
の
対

策
を
実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
市
民

生
活
等
へ
の
影
響
を
注
視
し
な
が
ら
、

必
要
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

国
葬
に
対
す
る
世
論
は
二
分
し

て
い
る
。
多
様
な
市
民
意
見
に
応
え
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
首
長
と
し
て
、
過

半
数
に
及
ぶ
国
葬
反
対
の
意
思
を
ど
う

反
映
さ
せ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

国
葬
儀
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

国
が
国
葬
儀
の
実
施
を
決
定
し
た
の
で

あ
れ
ば
弔
意
を
市
と
し
て
示
す
こ
と
は

当
然
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
半
旗

を
掲
揚
す
る
こ
と
は
政
治
的
な
行
為
と

は
認
識
し
て
お
ら
ず
、
市
民
に
対
し
弔

意
を
強
制
す
る
も
の
で
は
な
く
、
内
心

社
会
と
協
調
し
た
取
り
組
み
で
早
期
の

解
決
に
向
か
う
こ
と
を
切
に
願
う
。

○
感
染
症
対
策
や
救
急
搬
送
体
制
の
改
善

○
音
楽
ホ
ー
ル
と
中
心
部
震
災
メ
モ
リ

　

ア
ル
拠
点
の
複
合
施
設
の
課
題

○
子
育
て
施
策
へ
の
市
民
評
価
は
低
く
、

　

い
じ
め
・
不
登
校
は
減
ら
な
い
現
状

○
経
済
安
全
保
障
お
よ
び
農
業
対
策

○
緑
化
フ
ェ
ア
に
は
羽
生
結
弦
さ
ん
の

よ
う
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
登
用
を

　
　
　

令
和
５
年
度
か
ら
10
年
間
の
収

支
差
は
マ
イ
ナ
ス
３
６
２
８
億
円
程
度
で
、

職
員
の
定
年
延
長
で
人
件
費
も
上
乗
せ
さ

れ
る
。
大
型
事
業
へ
の
投
資
が
続
く
た
め
、

一
段
高
い
都
市
経
営
の
視
点
が
必
要
。
市

長
は
将
来
の
本
市
の
姿
を
ど
う
描
く
の
か
。

　
　
　

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
財
政
需
要
に
対
応
す

る
一
方
で
、
新
本
庁
舎
建
設
等
の
施
策
も

未
来
へ
の
投
資
と
し
て
重
要
。
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
つ
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、

税
源
涵か
ん
よ
う養
や
国
費
等
の
財
源
獲
得
で
歳

入
を
広
げ
な
が
ら
事
業
の
厳
選
重
点
化

や
見
直
し
を
行
い
、
持
続
可
能
な
財
政

基
盤
を
確
立
し
、
将
来
に
わ
た
り
活
力

あ
る
ま
ち
を
次
世
代
に
受
け
継
い
で
い

き
た
い
。
そ
の
上
で
、
ま
ち
の
活
力
を

生
み
出
す
た
め
に
市
民
協
働
が
重
要
で
あ

り
、
力
を
入
れ
な
が
ら
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
は
、

中
国
の
新し
ん
き
ょ
う疆ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
の
強

制
的
医
療
行
為
や
拷
問
等
の
深
刻
な
人

権
侵
害
を
指
摘
し
た
報
告
書
を
発
表
し

た
。
言
語
道
断
だ
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

　
　
　

い
か
な
る
国
で
あ
っ
て
も
人
権

侵
害
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

世
界
の
人
々
の
共
通
の
思
い
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
が
、
国
際

○
個
人
市
民
税
の
減
収
要
因
と
法
人
市

　

民
税
に
係
る
地
方
法
人
税
制
の
課
題

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
課
題

○
自
動
車
運
送
事
業
会
計
の
財
政
見
通
し

○
医
療
機
関
や
保
健
所
の
負
担
軽
減
策

○
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
一
括
回
収
・
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
と
ご
み
出
し
ル
ー
ル
徹
底

○
津
波
避
難
施
設
等
整
備
の
財
政
措
置

○
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
け
る
費

用
負
担
の
課
題
と
教
員
の
働
き
方
改
革

　
　
　

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
全
数
把

握
見
直
し
に
伴
い
、
健
康
観
察
の
対
象

か
ら
外
れ
た
自
宅
療
養
者
の
方
々
に
つ

い
て
、
対
策
の
在
り
方
を
伺
う
。

   　
　
　

食
料
等
生
活
支
援
物
品
の
配
送

を
受
け
付
け
る
ほ
か
、
体
調
悪
化
等
の

際
の
相
談
を
受
け
る
健
康
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

今
後
と
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
と
な
っ

た
方
が
安
心
し
て
療
養
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
定
年
退
職
者
を
補
充

す
る
形
で
新
規
採
用
を
行
っ
て
き
た
が
、

職
員
の
定
年
延
長
に
伴
い
、
定
年
退
職

者
が
い
な
い
状
況
で
新
規
採
用
が
で
き

な
い
事
態
等
の
課
題
に
関
し
、
定
数
管

理
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

必
要
な
人
員
数
の
見
通
し
を
精

査
し
、
年
度
ご
と
の
平
準
化
を
考
慮
し

つ
つ
、
定
年
退
職
者
が
生
じ
な
い
年
度

に
お
い
て
も
、
一
定
規
模
の
新
規
採
用

を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
は
、
新
規
採
用
者
の

着
実
な
確
保
と
と
も
に
、
増
加
す
る
高

齢
期
職
員
を
積
極
的
に
活
用
し
た
組
織

体
制
の
構
築
を
進
め
な
が
ら
、
適
切
な

定
数
管
理
に
取
り
組
む
。

　
　
　

音
楽
ホ
ー
ル
と
中
心
部
震
災
メ

モ
リ
ア
ル
拠
点
の
複
合
施
設
は
、
青
葉
山

エ
リ
ア
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
世
界
に

向
け
た
本
市
の
都
市
個
性
の
発
信
と
地
域

経
済
活
性
化
に
資
す
る
施
設
と
す
べ
き
。

青
葉
山
エ
リ
ア
に
二
つ
の
施
設
を
複
合
化

さ
せ
て
整
備
す
る
市
長
の
思
い
を
伺
う
。

　
　
　

楽
都
と
防
災
環
境
都
市
・
仙
台

と
い
う
本
市
の
都
市
個
性
を
掛
け
合
わ
せ
、

よ
り
豊
か
な
文
化
や
交
流
を
生
み
、
地
域

経
済
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
新
た
な
文
化

創
造
発
信
拠
点
を
つ
く
り
上
げ
た
い
と
強

く
思
う
。
青
葉
山
エ
リ
ア
に
立
地
す
る
強

み
を
生
か
し
つ
つ
、
国
内
外
か
ら
多
く
の

人
を
ひ
き
つ
け
、
市
民
が
誇
り
に
思
う
、

仙
台
を
象
徴
す
る
施
設
を
目
指
し
、
具

現
化
に
向
け
た
検
討
を
鋭
意
進
め
て
い
く
。

　
　
　

　
　
　
仙
台
フ
ェ
ア
で
は
、
交
流
人
口
回

復
を
目
指
す
と
と
も
に
、
仙
台
が
誇
る
み

ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
と
併
せ
、
伊
達
文
化

や
震
災
か
ら
の
復
興
を
内
外
へ
発
信
す
る

こ
と
が
大
変
重
要
。
市
長
の
決
意
を
伺
う
。

　
　
　

　
　
　
仙
台
フ
ェ
ア
は
、
杜
の
都
・
仙
台

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
青

葉
山
エ
リ
ア
の
自
然
や
歴
史
文
化
等
の
魅

力
を
発
信
し
、
交
流
人
口
を
力
強
く
回
復

さ
せ
る
好
機
と
認
識
し
て
い
る
。
開
催
を

通
じ
、
花
と
み
ど
り
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
の
輪
が
全
国
へ
さ
ら
に
広
が
る
契

機
と
な
る
よ
う
全
庁
一
丸
で
取
り
組
む
。

○
泉
区
役
所
建
て
替
え
に
よ
る
周
辺
地
域

の
交
通
問
題
解
決
と
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

○
４
病
院
再
編
問
題
に
係
る
対
応

○
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
括
回
収
・

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
周
知
広
報

○
ガ
ス
事
業
の
健
全
運
営
と
民
営
化マイナンバーカード特設センター

救急搬送困難事案が増える中、県が４病
院再編を進めれば、さらに事態は深刻に

製品プラスチック一括回収・リサイクル
事業は令和５年４月からスタート

 今後、大規模改修が予定されている
ユアテックスタジアム

本庁舎建て替え等大型事業への投資が
続く（画像は新本庁舎イメージパース）

令和５年 4月に開催予定の第 40 回
全国都市緑化仙台フェアのロゴマーク

　

９
月
30
日
、
本
会
議
に
お
い
て
、

第
１
２
８
号
議
案
令
和
４
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
が

追
加
提
案
さ
れ
、
こ
の
議
案
に
対

し
て
、
自
由
民
主
党
の
千
葉
修
平

議
員
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
仙
台
の

郷
古
正
太
郎
議
員
、
公
明
党
仙
台

市
議
団
の
佐
藤
和
子
議
員
、
せ
ん

だ
い
自
民
党
の
佐
々
木
心
議
員
、

日
本
共
産
党
仙
台
市
議
団
の
す
げ

の
直
子
議
員
、
社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
議
団
の
い
の
ま
た
由
美
議
員
、

市
民
と
未
来
の
た
め
に
の
伊
藤
ゆ

う
た
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

・
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

　

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業
費

70
億
５
７
６
２
万
５
千
円
を
追

　

加
す
る
も
の

・
Ｇ
７
仙
台
科
学
技
術
大
臣
会
合

　

開
催
準
備
に
要
す
る
経
費
８
０

２
１
万
８
千
円
を
追
加
す
る
も
の

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

の
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、
オ

　

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の

　

接
種
に
要
す
る
経
費
58
億
４
２

　

５
２
万
１
千
円
を
追
加
す
る
も

　

の
・
令
和
５
年
４
月
か
ら
全
市
展
開

　

す
る
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
一
括

　

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
広
報
に

　

要
す
る
経
費
３
５
６
９
万
６
千

　

円
を
追
加
す
る
も
の

庄し
ょ
う
じ司

弘ひ
ろ
み美

内う
ち
だ田

正ま
さ
ゆ
き之

早は
や
さ
か坂

喜き

よ

み
代
美

千ち

ば葉　

マ
リ

阿あ

べ部

千ち

え

こ
恵
子

菅す
が
わ
ら原

修お
さ
む


